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論文審査の結果の要旨

背景：肩平上皮食道癌（以下ESCC:Esophageal Squamous Cell Carcinoma) 

に対する術前科学放射線療法（以下 NACRT: NeoAdjuvant 

ChemoRadioTherapy）において、病理学的完全奏効を得た場合はより治療効果

が得られる。また、 Rad62発現は多くの癌腫において化学療法や放射線療法の

治療効果に影響することが知られているが、食道癌における Rad51の役割は明

確でない。

資料と方法：まず、術前治療を行わずに食道切除を行った 89症例（以下、

non-NACRT群： non-NeoAdjuvantChemo・RadioTherapy）について、切除標

本における Rad51発現状況を調査した。またRad51発現と臨床病理学的因子の

関連について調査した。つぎに、術前化学放射線療法を予定している 39例にお

いて（以下、 NACRT群： NeoAdjuvantChemo・RadioTherapy）、術前治療施

行前の食道癌生検標本を用いてRad51発現状況を調査し、術前化学放射線療法

の奏効度合いと比較することで、術前化学放射線療法感受性へRad51発現が与

える影響に関して調査した。

結果： non-NACRT群において、リンパ節転移はRad51発現陽性例で多く認め

られた（Rad51陽性例： 58.5%vs Rad51陰性例： 30.6%P=0.0168）。疾患特

異的死亡率は Rad51陽性例で高率であった（5年生存率： 71.8%vs 44. 7%, 

P=0.0261）。 NACRT群において、術前化学放射線療法で完全奏効が得られた

症例はRad51発現陰性例が多かった（68.8%vs 46.5%, P=0.0171) 

結論：食道扇平上皮癌症例において、 Rad51発現はリンパ節転移と予後に影響

する因子である。また、術前治療前の食道扇平上皮癌生検標本において、 Rad51

発現状況は術前化学放射線療法の効果予測因子となりうる。

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本

論文についての試験は、まず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説

明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項

について種々質問を行ったがいず、れについても適切な回答を得た。

よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。


